
1 ．はじめに

　現在，子どもたちが歌っている楽曲はわらべうた，

童謡，唱歌，テレビ番組やアニメの主題歌など非常

に多様である1）．幼稚園・保育園・こども園などの

保育現場では様々な活動の中で歌うことが欠かせ

ず，幼児にとってもこの行為は集団において初めて

の音楽活動であるといって過言ではない．幼児期は

音楽に触れ楽しむ時期でもあると同時に，歌唱活動

は語彙力やコミュニケーション力の向上にも影響を

与えると考えられる．

　子どもの音域は声帯や呼吸などの発声器官の発達

と密接である．子どもの歌をただの教材として年齢

に関係なく選曲し単に歌うという行為は，発声をコ

ントロールしにくいがため正確な音を出すことが難

しく，音外れや不明瞭の発音が多くなる．その行為

が重なれば，子どもの声帯にも悪影響を及ぼす2）だ

けではなく，歌うことに対する興味を喪失し歌うこ

とがストレスとなり，音楽への関心の低下につなが

りかねない．これらの理由から，楽曲選曲が，子ど

もたちが楽しみながら歌う環境づくりに大きく関係

していると考えられる．そこで本稿では，様々な子

どもの歌を音域やリズムなどから楽曲分析を行い，

どのような歌唱表現が良いのかを考察していく．

2 ．楽曲分析

　保育現場で歌われている子どもの歌は園によって

も様々である．本研究の楽曲提供は岡山県倉敷市に

ある学校法人みのり学園「みのり幼稚園」注1）に協力

していただいた．本園は保育の中に年間歌唱計画を

用い様々な歌唱指導，器楽演奏，リトミックを取り

入れ個性豊かな情操教育に取り組んでおられる．歌

唱教材も季節に応じて年齢ごとの楽曲を扱われてお

り，それらの楽曲を分析することで子どもに合った

楽曲とはどのようなものかについて示唆を得られる

と考えた．

　曲の分析に当たっては，表 1（年少組：3 歳児），

表 2（年中組：4 歳児），表 3（年長組：5 歳児）で

使用されている年齢別の楽曲を「調性」・「拍子」・「テ

ンポ」・「音域」・「特徴的なリズム」3）について調べた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　鳥取短期大学幼児教育保育学科
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歌
の
中
に
じ
ゃ
ん
け
ん
が
含
ま
れ
る

山
の
音
楽
家

ト
長
調

2/
4

   
   

 =
 9

2
d1

~d
2

完
全

8度
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
，
楽
器
の
音
を
歌
で
模
す

り
ん
ご
と
み
か
ん

ヘ
長
調

4/
4

   
   

 =
 9

2
c1

~c
2

完
全

8度
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
歌
詞

く
だ
も
の
列
車

ヘ
長
調

4/
4

c1
~c

2
完
全

8度
幾
つ
か
違
っ
た
曲
が
あ
る
が
，
高
井
道
雄
作

曲
・
こ
わ
せ
た
ま
み
作
詞
版
を
使
用

も
み
じ

ニ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

04
d1

~d
2

完
全

8度
あ
か
い
あ
か
い
も
み
じ
の
は
～

き
く
の
花

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 8

4~
96

c1
~c

2
完
全

8度

い
ち
ょ
う
の
は
っ
ぱ

ニ
長
調

4/
4

   
   

 =
 7

2
d1

~d
2

完
全

8度
3連

符
や

4度
跳
躍
進
行
で
葉
が
落
ち
る
様
子

を
表
現

た
き
び

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

04
c1

~c
2

完
全
８
度

1小
節
を
１
つ
に
感
じ
る

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

わ
ら
べ
う
た

4/
4

自
由
な
高
さ
で

動
き
を
い
れ
な
が
ら
の
あ
そ
び
う
た

北
の
国
か
ら

ハ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

26
c1

~c
2

完
全
８
度

サ
ン
タ
さ
ん
の
来
る
様
子
を
オ
ノ
マ
ト
ペ
で

表
現

た
こ
の
歌

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

12
f1

~d
2

長
６
度

全
体
的
に
音
が
高
い

や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

20
c1

~d
2

長
９
度

８
分
音
符
が
ほ
と
ん
ど
で
歌
い
や
す
い

雪
ニ
長
調

2/
4

た
の
し
く
は
ず
ん
で

d1
~h

1
長
６
度

　
　
　
　
の
リ
ズ
ム
と
混
同
し
や
す
い

雪
の
ペ
ン
キ
屋
さ
ん

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 9

2
c1

~c
2

完
全
８
度

コ
ン
コ
ン
ク
シ
ャ
ン
の
歌

ヘ
長
調

2/
4

か
わ
い
ら
し
く

c1
~d

2
長
９
度

動
物
の
様
子
を
マ
ス
ク
の
形
で
表
し
て
い
る

ゆ
げ
の
朝

ニ
長
調

2/
4

げ
ん
き
に

d1
~d

2
完
全
８
度

冬
の
情
景

走
る
の
大
好
き

変
ロ
長
調

4/
4

活
発
に

b~
d2

長
１
０
度

走
る
様
子
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

春
変
ロ
長
調

2/
4

   
   

 =
 8

0
d1

~d
2

完
全
８
度

音
の
高
低
差
が
あ
る

春
よ
来
い

イ
長
調

2/
4

   
   

 =
 9

0
ci

s1
~c

is
2

完
全
８
度

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

ハ
長
調

6/
8

An
da

nt
e

c1
~c

2
完
全
８
度

卒
園
式
の
時
期
定
番
ソ
ン
グ

３ 月９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月
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子どもの歌の楽曲傾向と歌唱表現についての考察



月
曲
名

調
拍
子

テ
ン
ポ

音
域

特
徴
的
な
リ
ズ
ム

そ
の
他

き
ょ
う
か
ら
お
友
だ
ち

ヘ
長
調

2/
4

M
od

er
at

o
f1

~d
2

長
6度

♪
が
中
心
の
リ
ズ
ム
で
取
り
や
す
い

た
ん
ぽ
ぽ

変
ホ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

26
b~

d2
長

10
度

殆
ど
が
♩
で
わ
か
り
や
す
い

め
だ
か
の
学
校

ニ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

08
位

d1
~d

2
完
全

8度

お
花
が
わ
ら
っ
た

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 7

4位
c1

~c
2

完
全

8度
お
花
が
わ
ら
っ
た
～
同
じ
歌
詞
が
繰
り
返
さ

れ
る

先
生
と
お
と
も
だ
ち

ハ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

12
h~

c2
長

9度
ス
キ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム

山
の
ワ
ル
ツ

変
ホ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

08
位

b~
es

2
完
全

11
度

ワ
ル
ツ
の
リ
ズ
ム
，
音
域
が
広
い

こ
い
の
ぼ
り

ニ
長
調

3/
4

   
   

 =
 1

20
d1

~d
2

完
全

8度

お
か
あ
さ
ん

ニ
長
調

4/
4

   
   

 =
 9

2位
d1

~d
2

完
全

8度
母
と
子
の
掛
け
合
い
．
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
う
た

ニ
長
調

4/
4

d1
~e

2
長

9度
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
に
登
る
よ
う
音
も
徐
々
に

上
が
る

い
ち
ご

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 8

4位
c1

~d
2

長
9度

様
々
な
リ
ズ
ム
が
出
て
く
る

て
ん
と
う
む
し

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

04
d1

~c
2

短
7度

つ
ば
め
に
な
っ
て

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

00
c1

~d
2

長
9度

後
奏
が
長
く
ダ
ン
ス
を
す
る
の
に
よ
い

か
え
る
の
合
唱

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 7

6
f1

~d
2

長
6度

輪
唱
．
鳴
き
声
を
楽
し
く
歌
う

大
き
な
古
時
計

ト
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

20
h~

d2
長

10
度

ア
ウ
フ
タ
ク
ト
，
オ
ノ
マ
ト
ペ

パ
パ
と
ぼ
く

ト
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

20
位

d1
~c

2
短

7度
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン

雨
ふ
り

ニ
長
調

2/
4

   
   

 =
 8

4
d1

~d
2

完
全

8度
５
番
ま
で
，
物
語
に
な
っ
て
い
る

あ
め
ふ
り
く
ま
の
こ

ニ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

12
位

h~
d2

長
10
度

５
番
ま
で
，
物
語
に
な
っ
て
い
る

虹
の
む
こ
う
に

ハ
長
調

4/
4

Al
le

gr
o 

M
od

er
at

o
a~

e2
完
全

12
度

せ
み
の
歌

ヘ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

20
位

c1
~d

2
長

9度
４
度
跳
躍
や
高
音
で
の
長
音
が
あ
る

な
み
と
か
い
が
ら

ハ
長
調

4/
4

   
   

 =
 9

0
c1

~c
2

完
全

8度
お
話
を
す
る
よ
う
に

海
の
そ
こ
に
は
青
い
う
ち

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 9

6位
c1

~e
2

長
10
度

お
話
を
す
る
よ
う
に

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
歌

ハ
長
調

4/
4

少
し
遅
め
の
行
進
曲

a~
c2

長
10
度

ア
ウ
フ
タ
ク
ト
，
オ
ノ
マ
ト
ペ

ヤ
ッ
ホ
ッ
ホ
夏
休
み

ト
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

26
d1

~d
2

完
全

8度
同
じ
リ
ズ
ム
や
音
型
が
使
わ
れ
る

と
ん
ぼ
の
め
が
ね

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

12
c1

~c
2

完
全

8度
1～

3番
で
時
間
の
経
過
を
表
現

こ
お
ろ
ぎ

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 7

6
c1

~c
2

完
全

8度
16
分
音
符
で
虫
の
鳴
き
声
を
か
わ
い
く
表
現

虫
の
声

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 7

6~
84

c1
~c

2
完
全

8度
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現

大
き
な
栗
の
木
の
下
で

ハ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

04
c1

~c
2

完
全

8度
手
遊
び
を
付
け
る
こ
と
も
あ
る

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 6

0
c1

~c
2

完
全

8度

ま
つ
ぼ
っ
く
り

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 8

4
c1

~c
2

完
全

8度

や
き
い
も
グ
ー
チ
ー
パ
ー

ハ
長
調

4/
4

た
の
し
く

c1
~d

2
長

9度
歌
の
中
に
じ
ゃ
ん
け
ん
が
含
ま
れ
る

山
の
音
楽
家

ト
長
調

2/
4

   
   

 =
 9

2
d1

~d
2

完
全

8度
ア
ウ
フ
タ
ク
ト
，
楽
器
の
音
を
歌
で
模
す

案
山
子

ヘ
長
調

4/
4

Al
le

gr
et

to
f1

~d
2

長
6度

同
じ
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
繰
り
返
し

ま
っ
か
な
秋

ヘ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

20
c1

~d
2

長
9度

き
く
の
花

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 8

4~
96

c1
~c

2
完
全

8度

い
ち
ょ
う
の
は
っ
ぱ

ニ
長
調

4/
4

   
   

 =
 7

2
d1

~d
2

完
全

8度
3連

符
や

4度
跳
躍
進
行
で
葉
が
落
ち
る
様
子

を
表
現

は
た
ら
く
く
る
ま

ト
長
調

4/
4

M
od

er
at

o 
fa

st
 T

em
po

h~
h1

完
全

8度
車
の
名
前
の
セ
リ
フ
が
入
る

た
き
び

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

04
c1

~c
2

完
全

8度
1小

節
を
１
つ
に
感
じ
る

お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

わ
ら
べ
う
た

4/
4

自
由
な
高
さ
で

動
き
を
い
れ
な
が
ら
の
あ
そ
び
う
た

ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し

わ
ら
べ
う
た

4/
4

   
   

 =
 1

20
e1

~c
2

長
6度

あ
そ
び
う
た

と
う
り
ゃ
ん
せ

ヘ
長
調

4/
4

Al
le

gr
et

to
e1

~d
2

短
7度

わ
ら
べ
歌
，
あ
そ
び
う
た

た
こ
の
歌

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

12
f1

~d
2

長
6度

全
体
的
に
音
が
高
い

や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん

ヘ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

20
c1

~d
2

長
9度

８
分
音
符
が
ほ
と
ん
ど
で
歌
い
や
す
い

雪
ニ
長
調

2/
4

た
の
し
く
は
ず
ん
で

d1
~h

1
長

6度
　
　
　
　
　
の
リ
ズ
ム
と
混
同
し
や
す
い

雪
っ
て
長
ぐ
つ
す
き
だ
っ
て

ハ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

20
～

13
2

d1
~c

2
短

7度
オ
ノ
マ
ト
ペ

コ
ン
コ
ン
ク
シ
ャ
ン
の
歌

ヘ
長
調

2/
4

か
わ
い
ら
し
く

c1
~d

2
長

9度
動
物
の
様
子
を
マ
ス
ク
の
形
で
表
し
て
い
る

す
う
じ
の
う
た

ハ
長
調

2/
4

   
   

 =
 1

04
c1

~c
2

完
全

8度
1～

10
の
数
字
を
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
で
や
る
の

も
よ
い

月
火
水
木
金
土
日
の
う
た

ハ
長
調

4/
4

   
   

 =
 1

20
位

c1
~c

2
完
全

8度
曜
日
の
頭
文
字
を
当
て
は
め
た
歌
詞

手
の
ひ
ら
を
太
陽
に

変
ホ
長
調

4/
4

b~
d2

長
10
度

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム

ハ
長
調

6/
8

An
da

nt
e

c1
~c

2
完
全

8度
卒
園
式
の
時
期
定
番
ソ
ン
グ

一
年
生
に
な
っ
た
ら

ヘ
長
調

4/
4

Al
le

gr
et

to
c1

~d
2

長
9度

　
　
　
の
リ
ズ
ム
で
ウ
キ
ウ
キ
感
を
出
す

ド
キ
ド
キ
ド
ン
！
一
年
生

変
ロ
長
調

4/
4

Al
le

gr
o

b~
c2

長
9度

君
が
代

壱
越
調

4/
4

d1
~d

2
完
全

8度
雅
楽
か
ら
き
て
い
る
，
国
家

10 月
4 月 5 月 6 月 ７ 月 ９ 月

11 月 １ 月 ２ 月12 月 ３ 月月
曲
名

調
拍
子

テ
ン
ポ

音
域

特
徴
的
な
リ
ズ
ム

そ
の
他
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津　上　　　崇



　またみのり幼稚園では年齢に関係なく日常的に多

くのわらべ歌や手遊び歌も歌われているが，本稿で

は園が楽曲一覧としてまとめているものと，共通に

歌われる行事における楽曲を中心に分析をおこなっ

た（表 4）．なお分析に使用する楽譜は主に保育者

養成校で使用している教則本や保育現場で使用して

いる楽譜を用いた4）5）6）7）8）9）10）11）12）13）14）15）16）17）18）19）20）．

（１）　調性

　ここでは分析表の中でも出現数が多い調から見て

いく．年少，年中，年長，行事の歌を調ごとに図 1

はそれぞれ年齢組の曲数を合計すると，ハ長調（42

曲），ヘ長調（40 曲），ニ長調（34 曲），ト長調（11

曲），変ロ長調（4 曲），イ長調（2 曲），変ホ長調（3

曲），ホ長調（0 曲）であった．

　その他に行事の歌はハ長調（5 曲），ヘ長調（7 曲），

ニ長調（3 曲），ト長調（3 曲），変ロ長調（0 曲），

イ長調（0 曲），変ホ長調（0 曲），ホ長調（1 曲）

であった．

　図 2 のようにハ長調は調号もなく，また図 3 のヘ

長調も調号が♭1 つなので理解しやすく，保育者が

ピアノを演奏するにも比較的容易に取り組むことが

できる調である．また図 4 のようにニ長調は調号が

♯ 2 つとこちらも比較的少なく，吉松（2014）は「白

鍵だけを弾くより黒鍵を含む調のほうが弾きやすい

～中略～人間の手の指の並びが「弧」を描いている

ためで～後略」21）と述べているようにニ長調はハ長

月 曲名 調 拍子 テンポ 音域 特徴的なリズム その他

おはようのうた ニ長調 2/4
d1~a1
完全5度

5度内の音域，同じリズム繰り返し

おかえりのうた ハ長調 4/4        = 126
c1~c2
完全8度

スキップのリズム，繰り返し

にゅうえんのうた ハ長調 3/4        = 96
c1~c2
完全8度

音が徐々に上げり気持ちの高揚を表し
ている

５
月

さよならマーチ ト長調 4/4
cis1~d2
増5度

アフタービート

歯をみがきましょう ハ長調 2/4        = 104
c1~d2
長9度

オノマトペ

みずあそび ト長調 2/4        = 104
d1~d2
完全8度

数字とオノマトペが歌詞に入っている

しゃぼんだま ニ長調 2/4        = 72
a~d2
完全11度

8分音符が多様でとりやすい

７
月

たなばたさま ヘ長調 2/4        = 126
c1~c2
完全8度

単純のリズムで覚えやすい

つき ヘ長調 2/4        = 88
f1~d2
長6度

文部省唱歌

バスごっこ ヘ長調 4/4        = 138
c1~d2
長9度

手遊びや掛け声が入る

１０
月

うんどうかい ヘ長調 2/4        = 108～112
c1~d2
長9度

幾つかの曲があるが作曲本多鉄麿・作
詞増田とし編を使用

もちつき ヘ長調 4/4        = 66位
c1~d2
長9度

オノマトペ

あわてんぼうのサンタクロース ヘ長調
4/4（途中
から2/2）        = 104

c1~d2
長9度

アウフタクト，オノマトペ，テンポの
変化，5番まで

おしょうがつ ヘ長調 4/4        = 126
c1~c2
完全8度

口語体を使っての曲作りが行われ始め
た時代

１
月

あわあわ手洗いのうた ホ長調 4/4 　　　＝192
e1~fis2
長9度

ハンドソープのCMソング，音域広く
音程も高いので，伴奏なしで自由な調
で歌うことも可能

２
月

豆まき ニ長調 2/4        = 100
d1~d2
完全8度

豆の音をオノマトペで表現

うれしいひな祭り ハ短調 2/4        = 69
c1~d2
長9度

唯一の短調曲

おわかれのうた ト長調 4/4        = 89
h~c2
短9度

小節の1拍目が休符でタメがある

にゅうえんのうた ハ長調 3/4        = 96
c1~c2
完全8度

音が徐々に上げり気持ちの高揚

３
月

４
月

６
月

９
月

１２
月

表 4　行事のうた

図 1　調性比較（曲数）
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調のすぐ近くの調であることと，指のポジションの

移動や手の形から白鍵ばかりのハ長調より指の動き

がスムーズに行われ弾きやすいのである．同じ楽曲

でも教材によっては，比較的簡単に弾ける指運びの

かたつむり，ぶんぶんぶん，ちょうちょうなどハ長

調やヘ長調ではなくニ長調を用いているものもあ

る．さらには調性には色があり特性があるともいわ

れ，何百年も前の教会音楽全盛の時代からニ長調は

輝かしい，栄光に満ちた調22）とされており，現在も

私たちはポジティブで軽快な音色と感じることか

ら，子どもの歌や童謡の調性にこれらが作曲者から

選ばれるのも一考する余地がある．

　子どもの歌は多くが長調であり，比率的にも短調

の楽曲が少ないことが知られているが，みのり幼稚

園においても短調は「うれしいひなまつり」の 1 曲

のみであった．

（２）　拍子とリズム

　拍子においては図 5 で示すように 4 分の 2 拍子

（89 曲），4 分の 4 拍子（65 曲）などの 2 拍子系の

拍子（154 曲）が多い．3 拍子系（9 曲），そして 8

分の 6 拍子（3 曲）などの複合拍子は少ない．その

理由として，子どもや音楽初心者にはわかりにくい

拍子であることが考えられる．日本人は農耕民族の

血が流れているので 2 拍子系が染みついており，2 拍

区切りのリズムが得意であり，欧米人は騎馬民族で

3 拍子などのワルツのリズムが得意という説もある

が，科学的な裏付けはいまだ明らかになっていない．

　また子どもの歌は規則的なリズムパターンを持っ

ている場合が多い．例にあげると図 6「うれしいひ

なまつり」，図 7「かたつむり」，図 8「たきび」の

ように簡単なリズムが何度も示される．この分析か

ら子どもたちが覚えやすい 4 分音符や 8 分音符だか

らこそ歌詞を理解し幼児でも感情をこめ発音しやす

い可能性がある．スキップのリズム注2）が多用され

ることは，子どもたちがスキップをするような高揚

感を表すことになる．音価が長い音は多くのエネル

ギーがあり短い音へ向かって弾けるような表現がで

きるのがスキップのリズムである．

図 2　ハ長調

図 3　ヘ長調

図 4　ニ長調

図 6　うれしいひなまつり（山野三郎作詞，河村光陽作曲）

図 5　子どもの歌の拍子分析（曲数）
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（３）　音域と声域

　音域の分析に関しては，わかりやすく複音程注3）

で示し，表 5 の比較も完全・長・短などを省略し数

字音程のみにした．

　使われている音程幅は年齢に関係なく 8 度（1 オ

クターブ）が多い．

　年少から年長へ年齢が上がるほど音域幅の広い楽

曲が登場してきているのも発声器官の発達と声域と

が関係している．一般的に乳児の産声の高さが

440Hz（a1）前後といわれ，生後 2 か月ごろの喃語

を話すころから広がっていく．

　米山（1998）は「生後 6 か月ごろには約 1 オクター

ブになり，滞在的声域能力であり無差別に発声するだ

けで意識的にコントロールして出しているわけではな

い」23）と述べている．また「3 歳児は 1 オクターブ（a

～a1）の調節可能な生理的音域で楽器に合わせて歌も

歌えるようになり，5 歳児になれば約 1 オクターブ半（a

～c2）になる．個人差もあるが小学校入学時には声帯

も長くなり声域も少しずつ拡大していく」24）としている．

　実際の現場で歌われている楽曲の最高音は図 9 に

示したように年齢が上がる組ほど高いレ音やミ音が

出てくる楽曲が増え，年齢とともに発声器官の発達

と結びつくが，年少組においてもド音やレ音の比較

的高い音が含まれている楽曲が使われていることが

わかる．声域に関する多数の先行研究から日高と横

山（2021）は「最高音が 3 歳はラ音（a1），4 歳児

はシ♭音（b1），5 歳児はシ音（ｈ 1）としてい

る」25）とし実際に歌われている子どもの歌と声域は

必ずしも当てはまらないものもみられ，身体的発達

もあるが幼児一人一人の声への配慮が必要となる．

（４）　テキスト

　子どもの歌を実際に歌ってみると生き物や植物な

どの名詞・自然の描写・ポジティブな言葉，覚えや

すい繰り返し語注4）や言葉遊びができるオノマト

ペ注5）などが多い．最近の楽曲はどうであろうか．

現場で子どもたちに人気がある曲として「ツバ

メ」26）等，フリーソフト AI テキストマイニング注6）

を使用し楽曲のテキストを分析した．

　図 10 は，印象に残る言葉を分析した結果である．

言葉が中心に寄るほど，大きな字体になるほど印象

に残る言葉であると AI が認識していることを示

す．以前の童謡などではあまり見られないような「傷

付ける」や「悲しい」といったマイナスな言葉も見

表 5　音域分析（曲数）

5 度 6 度 7 度 8 度 9 度 10 度 11 度 12 度
年少 1 6 0 30  5 0 0 0
年中 1 6 7 34  6 1 0 1
年長 0 6 4 22 11 6 1 1

図 7　かたつむり　（文部省唱歌）

図 9　子どもの歌の最高音（曲数）
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図 8　たきび（巽聖歌作詞，渡辺茂作曲）
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うけられるが，中心地には手と手を取り合える，同

じ空の下で，はためく，翔るといった前向きな言葉

が印象的である．

　次に図 11 は，頻度の高い言葉を分析した結果で

ある．AI 分析では中央によるほど，字体が大きい

ほど頻度の高い言葉であるが，僕ら，合う，仲間，

生きるなど絆や共にといったプラスのイメージを受

けるものが集まった．

　では以前からよく歌われている童謡ではどうだろ

うか．AI テキストマイニング分析では比較的長め

の歌詞が必要なので「手のひらを太陽に」27）を選択

した．図 12 のテキストの中から AI が印象に残る

言葉，図 13 の単語の出現頻度からもわかるように，

みんな，ぼくら，生きているといったこちらも前向

きな言葉が中心にあらわれている．昔から歌われて

いる子どもの歌，現在好まれて歌われる子どもの歌

も，助け合いながら前進するといったようなプラス

な願いが込められていることには変わりない．

　またもう一つは前述したように自然や物などわか

りやすいテキストになっている曲もある．現場で人

気のある「あめふりくまのこ」28）をみると，図 14 の

ように動詞はのぞく，すくう，名詞もさかな，はっ

ぱ，おやまなど短い単語でリズムの繰り返しもあり，

とてもシンプルでわかりやすい曲となっているのが

わかる．

　最近は NHK-E テレなどから童謡以外に J-pop な

ど拍子やリズムが比較的難しい子どもの歌が流れ，

子どもたちが上手にダンスをしているのを目にする．

前向きなメッセージは子どもたちにポジティブな感

情を促し好奇心を刺激する作用があり，シンプルな

単語は小さな子でも理解しやすく安心感を与える．

図 11　ツバメ（単語の出現頻度）

図 14　あめふりくまのこ（スコア分析）

図 12　手のひらを太陽に（スコア分析）

図 13　手のひらを太陽に（単語の出現頻度）

図 10　ツバメ（スコア分析）
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3 ．考察

　みのり幼稚園で歌われている楽曲を中心に調性，

拍子，リズム，音域，テキストのメッセージ性など

の分析を行った．

（１）　調性

　調号の少ないハ長調，ヘ長調，ニ長調が中心の結

果となった．これらの調性は伴奏が難しいと思われ

る子どもの歌においても，保育者がピアノで左手

コード奏法を用い簡単に音取りや伴奏がしやすい．

主要三和音注7）が弾ければ曲としても成り立つよう

であり，前述のハ・へ・二長調は主要三和音も同じ

左手ポジション（指番号）で弾くことができる．

（２）　拍子・テンポとリズム

　拍子はわかりやすい 2 拍子系で歩行やゆりかごの

ように揺れの動きに関連づけ，親しみやすさから子

どもたちが歌う拍子として導入しやすい．また童謡

や子守歌などのように伝統的なものは文化に根差し

ており，2 拍子系の拍子が古くからの楽曲に多い．

リズムは同じリズムの繰り返しやスキップのリズム

が使われ，子どもたちが簡単に覚えることができ曲

にものりやすいと考える．

　宮川（2018）は「音楽的表現の発達は 1 歳ごろか

ら音楽に合わせ体をゆすったり弾ませたりする」29）

と述べており，小さいころから音楽表現はすでに始

まっており，日常の環境のなかで子守歌や童謡，生

活の中の音や遊びから育まれていく．

　テンポにおいてはみのり幼稚園の楽曲一覧の場

合，年齢層に関係なく♩＝60～134 の間の曲の教材

が使われていた．60 は秒針と同じテンポであるか

ら，134 は 1 秒を 2 つに打った速さより少し速いテ

ンポであり，ノリやすい感じとなる．子どもたちが

テンポにのって生き生きと体を動かす反面，歌いに

くく雑になってしまいがちで音程や発声が不正確に

なる場合もある．子どもは楽譜からではなく，まず

は保護者や保育者など周りの大人から模倣して吸収

していくものであるから，テンポを落としてあげ，

より正確なリズムと音程で示す必要がある．

（３）　音域と声域

　音域については，年間歌唱計画表があるみのり幼

稚園では，年齢が上の組に高音が含まれる楽曲を

持ってきてうまく配慮がされている．しかし年少組

で使用の楽曲の一部，そして一般的に良く歌われて

いる楽曲も実際の子どもの声域より幅は広い．楽曲

のⅠ主音注8），Ⅴ属音注9），Ⅳ下属音注10），Ⅶ導音注11）

など楽曲構成音としての役割が深いこれらの音をな

るべく含むほうが，曲としての表現の幅が広がるこ

とから 1 オクターブは必要であると考える．

　筆者は，保育者が子どもの様子を窺いながら移

調注12）する方法もあり，また何度も大きな声で歌わせ

るのではなくテキストから保育者が内容を導きなが

ら歌い方を変えてみるなどすれば問題ないと考える．

　今回は保育者養成校や園で実際に使われている楽

譜から分析に使用したが，それらの多くが子どもの

最高音を超えていることがわかった．そのため場合

において移調して調を下げることが必要であり，そ

うなれば最低音が子どもの可能な声域以下ギリギリ

になり歌いにくくなるであろう．例えば年少組でも

よく歌われる「かたつむり」であるが，音域は 1 オ

クターブありレ 1～レ 2 である．高音が出やすい音

まで移調して下げても，今度は低音が歌いにくく地

声でどなってしまうことがあるだろう．「ちょうちょ

う」や「ぶんぶんぶん」のように音域も比較的狭く

簡単に移調することができる楽曲はよいが，声域に

こだわりすぎて選曲すれば子どもたちが楽しんで歌

える曲も限られてくる．あまり神経質にならず，例

えば曲の内容からアプローチするべきではないか．

音楽は感情表現の重要な手段であり，幼児にとって

感情を理解し，表現する手助けをするよう「かたつ

むりさんは小さいので大きい声を張り上げるのでは

なく小さい声で歌ってみよう」，「ゆっくり進むから

テンポもゆったり歌おう」のように歌わせるのも表
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現としておもしろいのではないか．また「最高音が

声域よりオーバーしているものでも子どもは楽曲の

イメージや動きを持つことで自然と歌えている場合

がある」30）と桃井（2021）は述べている．

　以前から歌われている童謡と違いメディアを通し

て広まる子どもの歌にはネガティブな言葉も使われ

ているが，ネガティブさを打ち消すようにパワーみ

なぎる前向きな，仲間を思うよう気持ちを共有する

ような言葉も含まれていることが確認できた．

おわりに

　歌唱計画表があるみのり幼稚園では音域，テンポ

などに配慮した環境づくりがされているが，年少組

でも一般的な子どもの声域より広い楽曲があるとい

うことが確認できた．筆者は声域より広い楽曲を歌

わせることを否定するわけではなく，体の動きを

使った歌い方や内容からのアプローチなど様々な方

法で楽曲に触れ楽しむことが大切だと考える．

　またわらべ歌は今でこそ楽譜に起こされている

が，多くは作者不詳で日本語の抑揚とリズムから生

まれ伝承されてきた歌である．音域も広くはなく，声

域に関係なく歌う人独自にそれぞれが好きな音程，

調（キー）で歌え，また手遊びや子守歌などお互い

が触れ合いながら発する音楽であるからこそ，年齢

が低い幼児にわらべ歌の活用が望まれると感じる．

　この研究では AI テキストマイニングを使用して

テキスト分析を行ったが，テキストのイメージを視

覚的に見ることができ，筆者は新鮮であった．他の

楽曲にも分析を広め，今までと違った視点を歌唱指

導に組み入れ，さらに表現の方法を広げることも今

後の課題としたい．

　子どもの歌は文化や伝統の一部であり，子どもた

ちの生活において重要な要素であり，楽曲分析から

子どもの発声器官成長に適した歌か，そうでなけれ

ばその楽曲のどのような点に目を向けるのか，その

重要性を理解し保育現場で活かせる学生を育成した

いと考える．
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注

1 ）昭和 24 年，済興寺第 15 代覚道和尚により開園．

昭和 38 年 3 月，認可を受け「学校法人みのり学

園みのり幼稚園」として設立された．

2 ）　　タッカのリズム，ぴょんこ節ともいわれる．

付点 8 分音符と 16 分音符の組み合わせで飛び跳

ねているようなリズム．

3 ）オクターブ（完全 8 度）を超える音程．

4 ）畳語ともいい，物を折り返して畳むからきている．

5 ）擬音語，擬態着．物事の状態や動く音，自然界

の音などを表した言葉．

6 ）文章を自然言語処理により，出現回数や相関関

係など分析するためのフリーソフト．

　https://textmining.userlocal.jp/

7 ）音階の主音，下属音，属音をそれぞれ根音とし

て作られた和音で，調の中核をなしスリーコード

ともいう．ハ長調の場合 C（ドミソ），F（ファ

ラド），G（ソシレ）となる．

8 ）音階を形成する第 1 音．調性を決める最も主要

な音．

9 ）主音の 5 度上の音．終止形を形成するうえで和

声進行的に重要な音である．

10）主音の 4 度上の音．主音，属音と共に調を支配

する重要な音．

11）主音の半音（短 2 度）下の音で，主音に導くよ

うな性質があり，安定感をもたらす．

12）ある調の構造を変えずに違う調に上げたり，下

げたりすること．
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